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     本報では，加速度から打撃力を推定する方法を提案し，その方法の有用性を確認 
    する．はじめに，インパルスハンマを用いた加振実験によって，ゴルフクラブの周 
    波数応答関数を測定する．次に，打撃用ロボットを用いてボールを実際に打撃し， 
    ヘッドスピードやボール特性の異なる条件における打撃力を推定する．最後に，推 
    定された打撃力の妥当性を定量的に検証するため，打撃力の力積を計算し，ゴルフ 
    クラブとボールの特性に対する違いを検討し，推定法が有効であることを示す． 
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１. はじめに 

ゴルフクラブの設計において打音の音質向上

が重要な設計課題となってきている．著者らは，

以前より CAD データからゴルフクラブの打音
を予測して音質設計を行うことを目的とし，ゴ

ルフクラブの打音の物理評価パラメータと，基

礎的研究を行ってきた．打音の音質に対する官

能評価との関係について検討し，打音データか

ら得られる物理評価量としての音質パラメータ

と打音の官能評価アンケートとの関連を求めた．

また，打音の好みに対して，打音の大きさ，高

低，残響が音質パラメータとして有効であるこ

とを示した 1)．また，ゴルフクラブの構造特性が

音質パラメータに与える影響を明らかにするた

め，簡易形状モデルと市販モデルを用いた実験

と解析の結果を示し，打音とその音質予測がで

きることを示した 2-3)．その中で，ゴルフクラブ

とボールの間の打撃力を直接測定することはで

きないので，他の値から推定する方法が必要で

ある．本報では，実験的な簡易推定法を提案し，

その方法を簡易形状モデルおよび市販の実モデ

ルに適用した推定結果を示し，本手法が有効で

あることを示す．はじめに，インパルスハンマ

を用いた打撃実験で求めた伝達関数を使用し，

打撃力を推定する方法を示す．次にボールを打

撃した実打撃時の結果に適用し，打撃力を推定

してその有効性を検証する．最後に，打撃力の

定量的評価のために力積を求め，ヘッドスピー

ドに対する接触時間と力積の変化を検討する．

また，使用したボールの弾性特性の違いやゴル

フクラブの違いによる力積の変化を確認し，本

推定法の有効性を検討する．  
 

２. 実   験 

2.1 使用ゴルフクラブ 
 本報では，図 1 に示す推定法の検証のために
作成した簡易形状モデル 4 種と市販のゴルフク
ラブ 3種を使用した．簡易形状モデルは，基本 




